
10月22日(土)
この日は脱穀、先週かけた稲架のネットを脱
穀する分だけ外し、稲を脱穀場へ移動。まず
はもち米の脱穀を開始しました。
もち米はうるち米と比較して籾が大きく褐色
がかっています。
脱穀場は散策路沿いにあり、道行く人を誘っ
ては脱穀体験をしてもらいました。脱穀機で
粉砕された藁が混入するのですが、大きな藁
片は次工程の唐箕ではとばせないため、手
作業でとりのぞいていきました。
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秋深かむ （糯米）脱穀するや すすき舞う
秋雲や 木の葉舞い 水の澄む
晩秋や 風爽やかに 木の葉散る
爽やかや 秋深みけり 野路の秋
晩秋や 落ち葉降る 草の花
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